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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
対話式エンタテイメント・ネットワーク・システムであって、
複数のテレビジョン信号（１０）を供給するテレビジョン信号プロバイダ（９６）であっ
て、該複数のテレビジョン信号のうちの少なくとも一つのテレビジョン信号は、テレビジ
ョン番組と埋め込みデータとを含み、該埋め込みデータは、特定のユーザ・インタフェー
スユニットに一意に関連付けられたアドレスを含み、該埋め込みデータは、該特定のユー
ザ・インタフェースユニットのユーザに対する電子メールメッセージが存在することを示
す、テレビジョン信号プロバイダ（９６）と、
該電子メールメッセージを検索し、該電子メールメッセージを送信するデータ・サービス
・プロバイダ（３３、１２８）と、
個々の家庭内の複数のユーザ・インタフェースユニット（７０、９８）とを備え、
該複数のユーザ・インタフェースユニットのそれぞれは、
該テレビジョン信号プロバイダから該少なくとも一つのテレビジョン信号を受信するチュ
ーナ（１１）と、
該テレビジョン信号から該埋め込みデータを抽出する手段と、
該データ・サービス・プロバイダと双方向通信するモデム（３８）と、
該テレビジョン番組を表示する表示画面（２０）と、
ユーザ選択を受信するユーザ入力（２８）と、
該モデム（３８）に接続されたマイクロコントローラ（２４）と
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を備え、
該マイクロコントローラは、
該アドレスが該特定のユーザ・インタフェースユニットに関連付けられている場合に、識
別子を生成し、該識別子を該表示画面上の該テレビジョン番組に重ね合わせる手段と、
該識別子が該表示画面上の該テレビジョン番組に重ね合わせられている場合において、該
電子メールメッセージを取得するためのユーザ選択を受信する手段と、
該ユーザ選択に応答して、該データ・サービス・プロバイダ（３３、１２８）から該電子
メールメッセージを検索するように該モデム（３８）を制御し、該データ・サービス・プ
ロバイダ（３３、１２８）から検索された該電子メールメッセージを該特定のユーザ・イ
ンタフェースユニットの該表示画面（２０）に表示する手段と
を含む、対話式エンタテイメント・ネットワーク・システム。
【請求項２】
前記データ・サービス・プロバイダは、ネットワーク化コンピュータ・システムであり、
好ましくは、該データ・サービス・プロバイダは、インターネット・サービス・プロバイ
ダ（３３）である、請求項１に記載の対話式エンタテイメント・ネットワーク・システム
。
【請求項３】
前記識別子は、グラフィックアイコンである、請求項１に記載の対話式エンタテイメント
・ネットワーク・システム。
【請求項４】
前記マイクロコントーラ（２４）は、前記埋め込みデータを受信した実質的に直後に前記
識別子を表示する、請求項１に記載の対話式エンタテイメント・ネットワーク・システム
。
【請求項５】
ディスプレイ装置（２０）とデータ検索端末（７４）とに接続するディスプレイ・コント
ローラ（７０、９８）であって、該データ検索端末（７４）は、データ・サービス・プロ
バイタ（３３、１２８）と双方向通信し、
該ディスプレイ・コントローラは、
テレビジョン番組と埋め込みデータとを含むテレビジョン信号（１０）を受信するチュー
ナ（１１）であって、該埋め込みデータは、特定のユーザ・インタフェースユニット（７
０、９８）に一意に関連付けられたアドレスを含み、該埋め込みデータは、該特定のユー
ザ・インタフェースユニットのユーザに対する電子メールメッセージが存在することを示
す、チューナ（１１）と、
該テレビジョン信号（１０）から該埋め込みデータを抽出する手段と、
ビデオ・ディスプレイ・ジェネレータ（３０）と、
該チューナ（１１）に接続されたマイクロコントローラ（２４）と
を備え、
該抽出する手段は、
（ａ）該テレビジョン番組と同時に識別子を該ディスプレイ装置（２０）に表示するよう
に該ビデオ・ディスプレイ・ジェネレータ（３０）を制御し、
（ｂ）該識別子が該テレビジョン番組と同時に表示されている場合において、該電子メー
ルメッセージを取得するためのユーザ選択を受信し、
（ｃ）該ユーザ選択に応答して、該データ・サービス・プロバイダ（３３、１２８）から
該電子メールメッセージを検索するように該データ検索端末（７４）を制御し、
（ｄ）該データ・サービス・プロバイダ（３３、１２８）から検索された電子メールメッ
セージを該ディスプレイ装置（２０）に表示するように該ビデオ・ディスプレイ・ジェネ
レータ（３０）を制御する、ディスプレイ・コントローラ。
【請求項６】
前記抽出する手段は、垂直消去期間（ＶＢＩ）デコーダ（３５）である、請求項５に記載
のディスプレイ・コントローラ。
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【請求項７】
前記ビデオ・ディスプレイ・ジェネレータ（３０）は、ピクチャ－イン－ピクチャ（ＰＩ
Ｐ）ジェネレータ（１９）を備え、前記マイククロコントローラ（２４）は、前記識別子
と同時に前記テレビジョン番組を前記ディスプレイ装置（２０）上のＰＩＰウィンドウに
表示するように該ビデオ・ディスプレイ・ジェネレータ（３０）を制御する、請求項５に
記載のディスプレイ・コントローラ。
【請求項８】
前記ビデオ・ディスプレイ・ジェネレータ（３０）は、グラフィックス・ジェネレータを
備え、該グラフィックス・ジェネレータは、前記ディスプレイ装置（２０）において表示
されるグラフィックアイコンを生成し、該グラフィックアイコンは、前記特定のユーザ・
インタフェースユニットのユーザに対する電子メールメッセージが存在することを表す、
請求項５に記載のディスプレイ・コントローラ。
【請求項９】
前記ビデオ・ディスプレイ・ジェネレータ（３０）は、文字ジェネレータを備え、該文字
ジェネレータは、前記ディスプレイ装置（２０）において表示されるテキストであって、
前記識別子を表すテキストを生成する、請求項５に記載のディスプレイ・コントローラ。
【請求項１０】
前記ディスプレイ・コントローラ（９８）は、ケーブル・ボックスに組み込まれている、
請求項５に記載のディスプレイ・コントローラ。
【請求項１１】
前記ディスプレイ・コントローラは、ビデオ・カセット・レコーダ（ＶＣＲ）（１００）
に組み込まれている、請求項５に記載のディスプレイ・コントローラ。
【請求項１２】
前記マイクロコントローラ（２４）は、前記埋め込みデータを受信した実質的に直後に前
記識別子を表示する、請求項５に記載のディスプレイ・コントローラ。
【請求項１３】
対話式情報検索によりテレビジョン番組の視聴を補足する方法であって、
該方法は、
テレビジョン信号プロバイダ（９６）において、
（ａ）テレビジョン番組を含むテレビジョン信号にデータを埋め込むステップであって、
該埋め込みデータは、特定のユーザ・インタフェースユニットに一意的に関連付けられた
アドレスを含み、該埋め込みデータは、該特定のユーザ・インタフェースユニットのユー
ザに対する電子メールメッセージが存在することを示す、ステップと、
ユーザ・インタフェースユニット（７０、９８）において、
（ｂ）該テレビジョン信号（１０）を受信するステップと、
（ｃ）該テレビジョン信号から該埋め込みデータを抽出するステップと、
（ｄ）該テレビジョン番組と同時に識別子をディスプレイ装置（２０）に表示するステッ
プと、
（ｅ）該識別子が該テレビジョン番組と同時に表示されている場合において、該電子メー
ルメッセージを取得するためのユーザ選択を受信するステップと、
（ｆ）該電子メールメッセージへのアクセスを有するデータ・サービス・プロバイダ（３
３、１２８）との接続を確立するステップと、
（ｇ）該電子メールメッセージを要求するステップと、
（ｈ）該データ・サービス・プロバイダ（３３、１２８）からユーザ・サイトに該電子メ
ールメッセージを送信するステップと、
（ｉ）該電子メールメッセージを該ディスプレイ装置（２０）に表示するステップと
を包含する、方法。
【請求項１４】
前記ステップ（ｄ）は、前記ステップ（ｃ）の実質的に直後に実行される、請求項１３に
記載の方法。
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【請求項１５】
前記埋め込みデータは、前記電子メールメッセージの主題および送信者のうちの少なくと
も一つをさらに含む、請求項１に記載の対話式エンタテイメント・ネットワーク・システ
ム。
【請求項１６】
前記埋め込みデータは、前記電子メールメッセージの主題および送信者のうちの少なくと
も一つをさらに含む、請求項５に記載のディスプレイ・コントローラ。
【請求項１７】
前記埋め込みデータは、前記電子メールメッセージの主題および送信者のうちの少なくと
も一つをさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
関連出願との相互参照
本出願は、暫定米国特許出願、1996年10月16日出願の第60/028,138号、1996年12月４日出
願の第60/032,571号、1996年12月９日出願の第60/032,136号、1997年１月１日出願の第60
/035,236号、1997年１月８日出願の第60/035,029号、1997年３月14日出願の第60/040,763
号の優先権を主張し、これらの各出願の内容を完全に採り入れている。
背景
本発明は、情報サービスプロバイダ、特にインターネットサービスプロバイダと双方向通
信可能な対話式のテレビジョンシステムに関する。
インターネットは、各々が別々の英数字アドレスを有しているネットワーク化されたコン
ピュータシステムの巨大なグループと見ることができる。ネットワーク化コンピュータシ
ステムの１つからデータを受信することを要求するユーザ端末は、ネットワークを通して
所望のインターネットアドレスへ命令を送り、特定のデータのセットをその端末へ送るこ
とをシステムに要求する。ユーザ端末は、ユーザのコミュニティ内の確立された電話シス
テムを通してネットワークに接続される。インターネットアドレスは、特定のネットワー
ク化コンピュータシステムの識別に制限することも、またはネットワーク化コンピュータ
システムに特定のインターネットデータのセットを送るように指令する付加情報を含むこ
ともできる。この付加情報は、ネットワーク化コンピュータシステムに、要求端末はデー
タのどの部分を望んでいるのかを知らせるサブディレクトリ、ファイル名、または両者を
含むことができる。次いでシステムは、要求されたデータをネットワークを通して端末へ
送る。端末ユーザの要望に依存して、端末とネットワーク化コンピュータシステムとの間
でさらなるデータの交換を行うことも、または行わないこともできる。
ワールドワイドウェブ（ＷＷＷ／インターネット）は、広く使用されるように計画された
インターネットネットワークである。Philips-Magnavox及びSony製の装置、商標“Ｗｅｂ
ＴＶ”は、テレビジョン視聴者が彼等のテレビジョンを通してワールドワイドウェブにア
ドレスできるようにする。
従って、テレビジョンの視聴と、インターネットのブラウジングの両者を同時に、そして
好ましくは視聴しているテレビジョン番組にインターネットデータを関係付けて対話式に
遂行できるように、視聴者のテレビジョンとインターネットアクセス装置との間により緊
密なインタフェースを提供することによって、テレビジョンの視聴及びインターネットブ
ラウジングを強化することが望ましい。
発明の要旨
本発明の一実施例によれば、対話式エンターテイメントネットワークシステムが提供され
る。このシステムは、個々の家庭内の複数のユーザインタフェースユニットを含み、各ユ
ニットは、チューナ、ディスプレイデバイス、及びデータサービスプロバイダと通信する
ためのモデムまたは他のデータインタフェースデバイスを有している。テレビジョン信号
プロバイダは、各ユーザインタフェースユニットのチューナへ複数のテレビジョン信号を
供給し、テレビジョン信号の少なくとも１つは特定のデータアドレスサイトを含む埋込み
型データを有している。特定のデータアドレスサイトを表す情報は、例えば図形アイコン
またはテキストの何れかによってテレビジョン番組と同時にディスプレイデバイス上に表
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示される。各ユーザインタフェースサイトのモデムと双方向接続されているデータサービ
スプロバイダは、個々のユーザインタフェースユニットによって要求されたデータアドレ
スサイトに対応するデータを、そのユーザのディスプレイデバイス上に表示させるために
検索して送信する。
本発明の別の実施例によれば、ディスプレイデバイスと、データサービスプロバイダと双
方向通信するデータ検索端末とに結合されているディスプレイコントローラが設けられて
いる。ディスプレイコントローラは、テレビジョン番組とデータアドレスサイトを含む少
なくとも１つの埋込み型データユニットとを含むテレビジョン信号を受信するためのチュ
ーナと、テレビジョン信号から少なくとも１つの埋込み型データユニットを抽出する手段
と、この少なくとも１つのデータユニットを格納するメモリと、ビデオディスプレイジェ
ネレータとを含む。ディスプレイコントローラは、チューナと、抽出手段と、メモリとに
結合されているマイクロコントローラを更に含む。マイクロコントローラは、少なくとも
１つのデータユニットをメモリ内に格納し、テレビジョン番組と同時にデータサイトアド
レスをディスプレイデバイス上に表示させるようにビデオディスプレイジェネレータを制
御し、ユーザの要求に応答してメモリからディスプレイサイトアドレスを選択的に検索し
、ユーザが選択したデータアドレスに対応するデータをデータサービスプロバイダから要
求するようにデータ検索端末を制御し、そしてデータサービスプロバイダから受信した要
求したデータをフォーマットして表示させるようにビデオディスプレイジェネレータを制
御する。
本発明の更に別の実施例によれば、テレビジョン番組のビューイングと、対話式情報検索
とを強化する方法が提供される。この方法は、テレビジョン信号プロバイダにおいて、デ
ータサイトアドレスからなる少なくとも１つのデータユニットを、テレビジョン番組を含
むテレビジョン信号内に埋込むステップを含んでいる。次いで、ユーザサイトにおいて、
テレビジョン信号を受信するステップと、テレビジョン信号からデータユニットを抽出す
るステップと、データアドレスサイトを表す情報をテレビジョン番組と同時にディスプレ
イデバイス上に表示するステップと、次いでデータアドレスサイトをメモリ内に格納する
ステップとを含んでいる。ユーザがデータアドレスサイトを表す情報を選択すると、選択
されたデータアドレスサイトに対応するデータへのアクセスを有するデータサービスプロ
バイダとの接続が確立され、そのデータアドレスサイトに対応するデータが要求され、デ
ータサービスプロバイダからユーザサイトへ送信される。次いで、検索されたデータがユ
ーザサイトにおいてフォーマットされ、ディスプレイデバイス上に表示される。幾つかの
データアドレスサイトを同時にメモリ内に格納し、ユーザの要求に応答してメニュー内に
表示し、このメニューからユーザが特定のアドレスサイトを選択できるようにすることが
好ましい。
【図面の簡単な説明】
添付図面は、本発明に従って設計されたシステムの幾つかの代替実施例を示している。
図１は、本発明の一実施例によるシステムのブロック図である。
図２は、データアドレスサイトが使用可能であることを識別する例示図形アイコンが、テ
レビジョン番組と共に表示されているディスプレイである。
図３は、別の実施例によるインターネットモードのディスプレイであって、幾つかのデー
タアドレスサイトを含む。
図４は、図３の実施例によるインターネットモードのディスプレイであって、選択された
データアドレスサイトに対応するデータを表示している。
図５は、本発明の実施例に使用するリモートコントローラの平面図である。
図６は、更に別の実施例によるインターネットモードのディスプレイであって、選択され
たデータアドレスサイトに対応するデータを表示している。
図７は、本発明のさらなる実施例によるシステムのブロック図である。
図８は、いろいろな型のデータアドレスサイトを表しているアイコンの例を含む表である
。
図９は、本発明の更に別の実施例によるシステムのブロック図である。
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詳細な説明
本発明の好ましい実施例によれば、インターネットサイトにおいてテレビジョン番組をデ
ータ及び／または図形にリンクし、テレビジョン視聴者がオンスクリーン情報を使用でき
るように拡張する。
図１－４に、本発明の特定の実施例を示す。図１の参照番号は、本明細書に参照しとして
採り入れている1995年６月６日出願の出願番号第08/475,395号に記載されているものと同
一要素を表している。
図１を参照する。地上アンテナまたはケーブルのようなテレビジョン信号の源１０が、テ
レビジョンチューナ１１に接続されている。チューナ１１の出力は、中間周波増幅器１２
を通して映像検波器１３及び音声検波器１４に接続されている。これらの検波器はそれぞ
れ、ベースバンドビデオ信号及びオーディオ信号を発生する。オーディオ信号は、音声増
幅器１５によってラウドスピーカ１６に結合される。ビデオ信号はビデオ増幅器（図示し
てない）によってスイッチ１８の一方の入力に結合される。音声検波器１４及び映像検波
器１３は、ビデオカセットレコーダ（ＶＣＲ）１７のオーディオ及びビデオ入力にそれぞ
れ接続されている。（代替として、もしＶＣＲの内部チューナ及び復調回路を使用するの
であれば、テレビジョン信号源１０はＶＣＲ　１７のＲＦ入力に直接接続することができ
る。）ＶＣＲ　１７の出力は、スイッチ１８の他方の入力に接続されている。スイッチ１
８の出力は、普通のピクチャ・イン・ピクチャ（ＰＩＰ）集積回路チップ１９の一方の入
力に接続される。ＰＩＰチップ１９の出力は、画面（図示してない）を有するテレビジョ
ン受像機またはモニタ（ＴＶ）２０のビデオ入力に接続されている。
インターネットサイトアドレスを含むインターネットデータは、インターネットデータメ
モリ３６内に格納される。インターネットデータメモリ３６は、説明中の装置の動作を制
御するようにプログラムされているマイクロプロセッサ２４（μＰ）に接続されている（
インターネットデータメモリ３６は、マイクロプロセッサ２４のＲＡＭの一部であること
ができる）。マイクロプロセッサ２４のオペレーティングプログラムは、読出し専用メモ
リ（ＲＯＭ）２６内に格納されている。リモート赤外線コントローラの形状であることが
好ましい視聴者入力デバイス２８がマイクロプロセッサ２４に結合され、視聴者から命令
を供給する。ビデオプロセッサ３０が、マイクロプロセッサ２４に結合されている。視聴
者がインターネットサイトアドレスを見ることを望む場合には、マイクロプロセッサ２４
がメモリ３６からインターネットデータの一部を呼戻し、それをビデオプロセッサ３０に
結合する。ビデオプロセッサ３０は、インターネットサイトアドレスを表示のためにフォ
ーマットする。ビデオプロセッサ３０内に格納される情報は、テレビジョン受像機２０の
画面上に表示させる情報のビットマップであることが好ましい。ビデオプロセッサ３０は
、ＰＩＰチップ１９の他方の入力に接続される。視聴者入力デバイス２８は、テレビジョ
ン受像機２０の画面上でカーソルを移動させることによってマイクロプロセッサ２４を制
御することが好ましい。この目的のために、マイクロプロセッサ２４及びビデオプロセッ
サ３０は、カーソル位置レジスタ３２に結合されている。（代替として、視聴者は、画面
上に表示された情報のアイテムに割当てられているコード番号を視聴者入力デバイス２８
へキーイングすることによって、これらのアイテムを選択することができる。）マイクロ
プロセッサ２４は、チャンネルを変えるためにチューナ１１に接続され、再生／記録選択
及び起動／停止のためにＶＣＲ　１７に接続され、その入力の１つを選択するためにスイ
ッチ１８に接続され、そしてＰＩＰ動作のモードを選択するためにＰＩＰチップ１９にも
結合されている。
一実施例によれば、マイクロプロセッサ２４は、電話回線網またはテレビジョンケーブル
のような伝送リンク３４によって、インターネットサービスプロバイダ（ＩＳＰ）３３に
接続されている。もし必要であれば、電話機またはケーブルモデム３８のようなインタフ
ェースデバイス、または光ファイバ接続用ディジタルインタフェースデバイス（図示して
ない）が、伝送リンク３４をマイクロプロセッサ２４に結合する。ＩＳＰ　３３は、ワー
ルドワイドウェブ上の何らかのサイトのデータ、または好ましくはインターネット全体に
アクセスするために、公知技法でインターネットの中枢に接続されている。
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テレビジョン視聴者が、視聴中のテレビジョン番組に関するデータにアクセスできるよう
にするために、インターネットデータは、番組を搬送しているテレビジョン信号の垂直消
去期間（ＶＢＩ）内に埋込まれる。一実施例によれば、インターネットデータは、複数の
インターネットサイト名及びインターネットアドレスを含んでいる。視聴中の番組を搬送
しているテレビジョン信号がチューナ１１によって捕捉されると、そのＶＢＩ内に埋込ま
れているインターネットデータは、マイクロプロセッサ２４に結合されているＶＢＩデコ
ーダ３５によって抜出される。次いで、マイクロプロセッサ２４はこのデータをインター
ネットデータメモリ３６内に格納する。インターネット名のメモリアドレスが、メモリ３
６内のインターネットアドレスにリンクされる。
図２に示すように、テレビジョン番組が画面全体に表示されるテレビジョンモードでは、
図形アイコン９５がテレビジョン２０の画面に現れ、そのテレビジョン信号に伴うインタ
ーネットデータがメモリ３６内に格納されていることを視聴者に知らせる。アイコン９５
は、テレビジョン番組が最初に表示された後の一定の時間にわたって出現させることも、
または番組の全期間にわたって出現させることができる。もし視聴者がテレビジョン番組
に関連してインターネットサイトにアクセスすることを望んで図５に示すリモートコント
ローラ５０上のモードボタン５６を押せば、以下に説明するインターネット動作モードに
入る。マイクロプロセッサ２４は、この動作を遂行するようにプログラムされている。モ
ードボタン５６を繰り返し押すことによって、視聴者はテレビジョンモードとインターネ
ットモードとの間を交互に切り換えることができる。
一実施例では、インターネットサイト情報をテレビジョン番組と同時に見ることができる
ように、インターネットサイト情報はテレビジョン画面のピクチャ・イン・ピクチャ（“
ＰＩＰ”）ウィンドウ内に表示される。反対に、図３及び４に示すように、テレビジョン
画面のＰＩＰウィンドウ内にテレビジョン信号を表示させることもできる。この実施例に
おいては、インターネットサイト情報がテレビジョン画面の大部分を占め、テレビジョン
番組はＰＩＰウィンドウ内に表示される。このようにすると、テレビジョンビデオ信号と
インターネット情報とを同時に見ることができ、従って視聴者に供給される情報が増補さ
れる。
図３に示すように、テレビジョンモードで最後に見ていたテレビジョン番組のビデオ部分
は領域４２内に表示され、オーディオ部分はテレビジョンセットのスピーカシステムによ
って再生される。オプションとして、番組の文章記述が領域４４内に表示され、テレビジ
ョン番組に関する情報、即ち番組のタイトル、局名、及びチャンネル番号が領域４２及び
４４の下のバナー４９内に表示される。メッセージが領域４６のトップに表示され、矢印
キー５８及び６０（図５参照）を使用してカーソル４８を移動させて領域４６内に表示さ
れた複数のインターネットサイト名から選択するように視聴者を促す。例えば、インター
ネットサイト名は、特定の番組（“1.MARRIED WITH CHILDREN’TRIVIA”）、特定の放送
会社（“2. TONIGHT ON FOX（SCHEDULE）”）、システムプロバイダによって提供される
汎用サービス（“3. SPORTS”，“4. SHOPPING”）に関係付けることも、または特定のユ
ーザのインターネット請求書を送付する（“5. E-MAIL”）こともできる。
視聴者は、インターネットサイト名を選択した後にコントローラ５０上の「情報」ボタン
５４を押す。その結果、選択されたインターネットサイト名がリンクされているインター
ネットサイトアドレスがマイクロプロセッサ２４によってメモリ３６から検索され、電話
機またはケーブルインタフェースを通してＩＳＰ　３３へ送られる。マイクロプロセッサ
２４は、データ取得を開始するように指令されると、モデム２５に命令してインターネッ
トサービスプロバイダ（ＩＳＰ）に接続させる。ＩＳＰへの接続を確立した後に、マイク
ロプロセッサ２４は、データユニットで伝送された図形アイコンと共に受信されたインタ
ーネットサイトアドレスからデータ要求を開始する。次いでマイクロプロセッサ２４は、
要求されたインターネットデータを受信し、それをＲＡＭ内に格納する。要求されたイン
ターネットデータは、図形、テキスト、または両者の組合せを含むことができる。インタ
ーネットデータを受信した後にマイクロプロセッサ２４は、実施例の設計または視聴者に
よる構成オプションの設定に依存して、ＩＳＰとのモデム接続を終了させることも、また
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は終了させないこともできる。（もし望むのであれば、マイクロプロセッサ２４のこの機
能はPhilips/Magnavox及びSony製の装置“ＷｅｂＴＶ”によって遂行させることができる
。）
アドレスされたインターネットサイトの情報は、伝送リンク３４を通してＩＳＰ　３３か
らマイクロプロセッサ２４へダウンロードされ、次いで、ビデオプロセッサ３０によって
構成された後に、図４に示すように、その情報が関連しているテレビジョン番組と同時に
画面に表示される。図４に示すように、インターネットサイト名は、インターネットサイ
トからの情報のテキストの上に表示させることができる。もしテレビジョン番組が“Marr
ied With Children”のようなテレビジョンシリーズであれば、表示される情報は、その
ショーに関するインターネット「ページ」トリビア（図４）、売買、及びホームショッピ
ング情報、またはファンのＥメールサイトへのリンクであることができる。次いで視聴者
は、視聴者のソフトウェアによって指図された手法でインターネットサイトに関してナビ
ゲートし、所望の情報を見出す。
受信するインターネットデータの量は一時に都合よく表示できる量を越えることが多いで
あろうから、インターネットデータの初めの部分だけが表示される。視聴者は、彼または
彼女の考えで、一実施例ではリモートコントロールの矢印キーを使用することによって、
残余のインターネットデータまたは「ページ」を「スクロール」することができる。ペー
ジを見るためのユーザインタフェースは、例えば、典型的なＰＣをベースとするウェブブ
ラウザのような普通の手法で、またはPhilips/MagnavoxまたはSony製のＷｅｂＴＶに組合
されているユーザインタフェースで達成することができる。
もし望むならば、図３のディスプレイは排除することができる。換言すれば、テレビジョ
ン信号のＶＢＩ内には１つのインターネットサイトアドレスだけが埋込まれ、視聴者はイ
ンターネットサイト選択を行わない。この場合、視聴者はインターネットサイトの選択を
有していないのであるから、インターネットサイト名を含ませることは任意である。視聴
者がアイコンによってマークされた番組に関するインターネット情報にアクセスすること
を望んでボタン５６を押した場合には、ＶＢＩインターネットサイトアドレスが電話機ま
たはケーブルインタフェースを通してＩＳＰ　３３へ送られ、図４のディスプレイがＶＢ
Ｉインターネットサイト名と共に画面上に直接現れる。ＩＳＰ　３３から検索されたデー
タがディスプレイのために使用可能になるまで、即ちＩＳＰ３３との接続が確立されてデ
ータ等を要求するようになる後まで、テレビジョン番組は画面全体に表示されていること
が好ましい。視聴者がインターネットデータを選択した後には、図形アイコン９５は表示
されなくなることが好ましい。
典型的なインターネット「ウェブページ」では、初めに表示されたウェブページ内に見出
されるデータの代替または相補データを供給する他のインターネットアドレスへの「リン
ク」が存在する。本発明の好ましい実施例では、ユーザはリモートコントロールの矢印キ
ー５８、及び／またはオンスクリーンカーソル４８を使用してこれらのリンクの１つを選
択することができる。例えば、図４において、トリビア質問に対する返答は、視聴者が彼
または彼女の応答を確認するために選択することができるリンクされたウェブページ内に
制約される。これらのリンクは、一般に「ハイパーテキスト」リンクと呼ばれている。も
しあるリンクが選択されれば、マイクロプロセッサは所望のアドレスをＩＳＰへ伝送し、
次いで新たに受信したインターネットデータを上述した手法で受信し、表示する。従って
、もし視聴者が付加的なインターネットサイトアドレスへリンクできるようにすることを
望めば、マイクロプロセッサはユーザが接続を終了させる指令を出すまでＩＳＰ　３３へ
のモデム接続を維持すべきである。このようにすると、要求が繰り返されて連続ページを
受信する場合、ＩＳＰ　３３への接続を開始するための遅れを伴わなくなる。
インターネットサイトインターネット情報、及びテレビジョン信号の両方を同時に見るた
めに、特殊なディスプレイフォーマットを使用することができる。さらなる実施例では、
インターネットサイトのための情報は、図６に示すように、テレビジョン番組が表示され
ているＰＩＰウィンドウの周囲に表示されるようにフォーマットされる。ワールドワイド
ウェブを通して受信される典型的なインターネットデータは、ハイパーテキストマークア
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ップ言語（“ＨＴＭＬ”）で伝送される。典型的なＨＴＭＬファイルは、テキスト、図形
、及びこれらを画面上にフォーマットする命令を、他の埋込み型命令と共に含んでいる。
ＨＴＭＬファイルを表示するコンピュータまたは他の端末は、部分的にはテキスト及び図
形をフォーマットする埋込み型命令に基づいて、また部分的には特定の表示デバイス上で
の情報を美的に及び効率的に表示する要求に基づいて、画面上のディスプレイのためにフ
ァイルをフォーマットする。
ＰＩＰフォーマットを使用して２つのビデオ信号を同時に表示させる場合、典型的には一
方のビデオ信号が表示画面の大部分を占め、第２のビデオ信号はテレビジョン画面の一隅
に、またはその付近に、典型的には画面の四分の一またはそれ以下を占めるように表示さ
れる。これは、ＰＩＰを本発明と関係付けて使用する場合、視聴者に対して非効率的で、
且つ望ましくない情報のディスプレイをもたらしかねない。
従って、本発明の一面は、インターネットを通して受信されるＨＴＭＬファイルを、テレ
ビジョン画面の一部分内にテレビジョン番組信号を受け入れるような手法でフォーマット
するようなマイクロプロセッサを含んでいる。このようにすると、インターネットＨＴＭ
Ｌ情報はテレビジョン番組信号によって何等隠蔽されることなく、テレビジョン番組信号
をインターネットＨＴＭＬ情報と同時に見ることができる。例えば、もしテレビジョン番
組信号をテレビジョン画面の右上隅のＰＩＰウィンドウ内に表示させることを望むのであ
れば、ＨＴＭＬファイルは重ねられたテレビジョン番組信号によって隠蔽されることがな
いように、画面の残余の中だけに情報を表示させるようにＷｅｂＴＶ端末（または、シス
テムに関連する他のインターネット表示デバイス）によって再フォーマットすべきである
。この場合、インターネットビデオ信号の右上隅にはテレビジョン番組信号によって隠蔽
される情報が含まれないように、ＨＴＭＬファイルは図６の“Ｌ”字形ディスプレイ６９
内にフォーマットされる。
この実施例のユーザインタフェースは、テレビジョンリモートコントローラ５０がテレビ
ジョン及び案内機能を動作させるのに加えて、ウェブサイトをナビゲートするためにも使
用できることに注目されたい。
図７に示す本発明の別の実施例によれば、普通のテレビジョン７０に、垂直消去期間（Ｖ
ＢＩ）デコーダ７２、及び例えば“ＷｅｂＴＶ”装置のようなインターネットに接続され
る分離されたインターネットアクセス型端末７４が設けられている。テレビジョン７０の
動作を制御するマイクロプロセッサ７６は、以下に説明する機能を遂行するようにプログ
ラムされている。
インターネットアクセス端末７４は、マイクロプロセッサ７８、ランダムアクセスメモリ
８０（ＲＡＭ）、モデム８２、リモートコントロール５０またはキーボード８６のような
ユーザ入力デバイス、ビデオ信号ジェネレータ８８を含んでいる。典型的な動作では、イ
ンターネットアクセス端末７４のマイクロプロセッサ７８は、インターネットから受信さ
れる特定のデータに関するユーザ入力を受信し、モデム８２を使用してマイクロプロセッ
サは所望のデータ（典型的には、フォーマットされたテキスト及び／または図形画像から
なる「ウェブページ」）を受信し、所望のデータを付属のテレビジョンモニタの画面上に
表示するのに適するビデオ信号を出力する。
インターネットアクセス端末７４に結合されているテレビジョン７０は、チューナ８９及
びＲＡＭ　９０を有している。インターネットアクセス端末７４はビデオ信号をテレビジ
ョンセットへ送る。マイクロプロセッサ７６には、インターネットアクセス端末７４へ命
令を送る赤外線送信機９２が設けられている。更にキーボード８６またはリモートコント
ローラ５０は、赤外線受信機１０１を介してインターネットアクセス端末７４、または赤
外線受信機９３を介してテレビジョン７０の何れかへ赤外線命令を送るように構成されて
いる。
インターネットアクセス端末７４は、図示実施例ではＩＳＰとして機能するＩＳＰ　３３
に標準電話回線を介して結合されている。サーバは、ネットワーク化コンピュータシステ
ムへ、及び該システムから、ワールドワイドウェブ（ＷＷＷ／インターネット）を通して
データを送受信するように構成されている。
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図７に示すシステムに対応する本発明の好ましい実施例では、オンスクリーン図形アイコ
ンを表すデータは、関連インターネットサイトアドレスと共に、テレビジョン信号のＶＢ
Ｉ内の単一のデータユニット、パケット、またはパケットのグループとして伝送される。
ＶＢＩは、過去20年にわたってディジタルデータをテレビジョン信号と共に伝送するのに
適当なビークルであることが分かっている。即ち、ＶＢＩは比較的小さいデータパケット
の伝送に良く適合する。図形アイコン９５は、図２を参照して上述したように関連テレビ
ジョン信号と共にオンスクリーン表示される。
上述したデータユニットを組入れたテレビジョン信号は、テレビジョン会社９６によって
送られ、ケーブルプロバイダによって搬送される。代替実施例では、テレビジョン信号は
普通の放送、または衛星によって送ることができる。テレビジョン信号がケーブルによっ
て搬送される場合、ユーザの家庭には、典型的には同調したビデオ信号を抽出するケーブ
ルデコーダ９８が設けられる。このビデオ信号は、ＶＢＩ内のデータユニットと組合され
ている。ケーブルデコーダ９８は、赤外線送信機（図示してない）を用いてマイクロプロ
セッサによって制御することができる。次いでビデオ信号はＶＣＲ　１００へ送給される
。ＶＣＲ　１００も赤外線送信機（図示してない）を用いてマイクロプロセッサによって
制御することができる。ビデオ信号及びビデオ信号のＶＢＩ内のデータは共に、テレビジ
ョン７０へ送給される。ＶＢＩデコーダ７２は、ＶＢＩ内のデータをビデオ信号から分離
し、そのデータをマイクロプロセッサへ送給する。
データユニットは、特定の放送領域にサービスする全てのチャンネルのＶＢＩ内で送信す
ることも、または番組の作成者（制作者、広告業者等）によって放送会社に供給されるビ
デオテープのＶＢＩ内に含ませることもできる。このようにすると、放送会社が放送する
ために番組を再生した時に、インターネットサイトアドレス及び他の情報を含むデータユ
ニットが放送内に含まれ、その番組を見るどの装置も受信できることになる。
送信されるインターネットサイトアドレスに対応するインターネットサイトにおける情報
は、ＶＢＩ内で送信されるデータユニットを含むテレビジョン信号で現在放送中の番組の
内容と関係付けることが好ましい。視聴者がインターネットサイトを他のインターネット
サイトから区別できるようにするインターネットサイトアドレスのための記述タイトルも
、データユニット内に含ませることが好ましい。番組と共にＶＢＩ内で送信されたデータ
ユニットをテレビジョン受像機が受信すると、それはＲＡＭ　９０の一時バッファ部分１
０２内に格納される。一時バッファ部分１０２の記憶容量は、新しい各データユニットが
先に受信されたデータユニットに上書きされて置換されるように、１データユニットであ
ることが好ましい。代替として、もし視聴者が望むならば、先に受信されたデータユニッ
トにマイクロプロセッサが未だにアドレスすることができるように、連続的に受信された
各データユニットをＲＡＭ内のスタックのトップに配置する。
抽出されたデータは、図２を参照して上述したように、オンスクリーン図形アイコン及び
インターネットサイトアドレスを表すデータを含む。マイクロプロセッサは、表示される
ビデオ信号の一部の上に図形アイコン９５をスーパーインポーズし、それによってテレビ
ジョン番組がインターネットを通して利用可能であることを知らせる付加情報をユーザに
指示する。図形アイコンは、例えば、図２に示すようにテレビジョンモニタの一隅の、テ
レビジョン信号を邪魔しない部分に表示させることが好ましいであろう。
それによって視聴者は、表示されたテレビジョン番組についての付加情報の存在を知るよ
うになる。視聴者によって開始させられたマイクロプロセッサは、インターネットを通し
て所望の付加情報を取得するプロセスを開始することができる。視聴者はリモートコント
ローラ５０の「選択」ボタン５８（図５）を押すことによって、または他の視聴者入力デ
バイスによってデータ取得のプロセスを開始させる。代替として視聴者は、マウスまたは
他のポインティングデバイス（図示してない）を使用し、図２の全画面表示に示すような
オンスクリーンアイコン９５の位置へカーソルをポインティングすることによってプロセ
スを開始する。代替として視聴者は、後に使用するために、オンスクリーン選択プロセス
に応答し、上述したような手法でインターネットサイトアドレス及び記述タイトルを格納
するようにマイクロプロセッサに指令することができる。
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図形アイコン９５は、受信されると直ちに番組と同時に画面に表示される。もし視聴者が
、表示された番組についてより多くの情報、例えば、コマーシャルのさらなる詳細、ニュ
ースストーリーに関する付加的な詳細、またはスポーツイベントに関する統計等を受信し
たければ、リモートコントローラ５０の「格納」ボタン５５（図５）を押してインターネ
ットサイトアドレス及び対応する記述タイトル、例えば“Today’s NFL Game Scores”を
ＲＡＭのディレクトリ部分へ転送させ、画面上のアイコンを消滅させる。このようにして
、テレビジョン表示セッションが進行するにつれて、どのような数のインターネットサイ
トアドレスもディレクトリ内に格納することができる。
代替として、視聴者はリモートコントロールの「情報」ボタン５４、または他の情報ボタ
ンを押すことによって、オプションのメニューにアクセスすることができる。１つのオプ
ションは、インターネットサイトアクセス及び関連記述タイトルを格納することである。
別のオプションは、インターネットに直ちにアクセスして付加情報を入手することであり
得る。本発明の開示と矛盾しない他のオプションが、視聴者に対して提示されるメニュー
上に存在することができる。
図７に示すシステムに対応する更に別の実施例によれば、ディレクトリはウェブブラウザ
ブックマークメモリとして管理される。ウェブサイトアドレス及びタイトルは、それらが
削除されるか、またはディレクトリが一杯になった時に先入れ・先出し方式で新しいアド
レス及びタイトルによって置換されるまで、ディレクトリ内に格納されている。代替とし
て、新たに受信されたウェブサイトアドレスは、次入れ・低使用（next-in，least-used
）方式で古いアドレス及びタイトルと置換される。即ち、新しいウェブサイト及びタイト
ルが受信された時に、それはブックマークメモリ内のアクセス頻度が最も低いウェブサイ
トアドレス／タイトルの代わりに、即ち殆どアクセスされることがないウェブサイトアド
レス／タイトルの代わりにメモリ内に格納される。マイクロプロセッサは、個々のユーザ
がどのメモリ管理モードを使用するかを選択できるようにプログラムされていることが好
ましい。
視聴者が、格納されているアドレスの１つのインターネットサイトへの接続を望む場合に
は、「メニュー」ボタン５７を押してそのインターネットサイトタイトルと、オプション
で、ディレクトリ内に格納されている対応インターネットサイトアドレスとを表示させる
。視聴者は、画面上でカーソル１０８を使用して所望のタイトルを選択し、次いで「選択
」ボタン５８を押す。その結果、マイクロプロセッサは対応インターネットサイトアドレ
スをインターネットアクセス端末７４へ転送し、インターネットサイトがインターネット
アクセス端末７４に接続され、そのインターネットサイトからの情報がテレビジョン番組
の代わりに画面上に表示される。
図７に示すシステムに対応する更に別の実施例では、本発明はケーブルデコーダ９８内に
組込まれている。標準ケーブルデコーダには、マイクロプロセッサ１１８、オンスクリー
ンディスプレイ機能１２０、ＶＢＩデコーダ１２２（アドレス可能デコーダ内）、及びチ
ューナ１２４が存在している。従って、ＩＳＰへデータを接続するためのモデム１２６、
及びインターネット「ウェブページ」を受信して表示するための充分なＲＡＭを追加すれ
ば、本発明をケーブルデコーダ環境内で実現することができる。ケーブルによる双方向伝
送が使用可能になってきているので電話モデム１２６は排除することができ、ケーブルシ
ステムは適当なハードウェアを用いてユーザ端末をインターネットまたは他のデータプロ
バイダに接続するために使用することができる。
さらなる実施例では、インターネットを通して所望の付加情報を受信するのではなく、専
用コンピュータシステム１２８を使用することができる。この種類のシステムでは、専用
システムは関連情報を格納するためのクリアリングハウスまたはデータベースとして機能
する。放送会社が付加情報を供給することを望む場合、放送会社はその付加情報及び独特
な識別用コードを、普通の技術を使用して集中データベースへ転送する。更に、情報はテ
レビジョンまたはケーブル信号で集中データベースへ伝送することができる。最後に、付
加情報はＣＤ－ＲＯＭまたは他の大規模ポータブルメモリデバイスの形状でユーザに供給
することができる。次いで、ユーザが付加情報を所望した時に、その付加情報を上述した
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手法で受信して表示させるために、マイクロプロセッサは専用システムへの接続を開始す
る。このような専用システムは、若干の情報をインターネットによってユーザへ供給し、
若干の情報を専用システムによって供給できるように、インターネットと一体化すること
ができる。専用システムをユーザ自身のパーソナルコンピュータシステムとし、ＶＢＩを
通して受信したデータサイトアドレスを、上述した方法の１つによって先にユーザのパー
ソナルコンピュータ内（例えば、ＣＤ－ＲＯＭ内）に格納した、またはモデムによって転
送されたデータに対応させることができる。
本発明の別の実施例では、インターネットサイトにおけるインターネットデータを特定の
テレビジョン番組にリンクさせ、インターネットブラウザが使用可能な情報を拡張するこ
とができる。即ち、インターネットサイトにおけるインターネットテキストまたは図形を
アイコンでマークするか、またはハイパーテキストとして指定し、関連テレビジョン番組
がテレビジョン放送のためにスケジュールされていることを表す。もし望むのであれば、
異なるアイコンを使用して現在放送されている番組と、近く放送される番組とを区別する
ことができる。アイコンはインターネットサイトにおけるチャンネル、日付、時刻、及び
長さ（即ち、ＣＤＴＬ）を表すデータ、または関連テレビジョン番組にリンクされる。本
発明のこの面は、Television Guide誌のような記事を、記事内のハイパーテキスト上でク
リックしてテレビジョン番組を見たり、録画するための準備をし、オンラインで読むよう
なテレビジョン愛好者にとっては特に便利である。インターネットユーザがテレビジョン
番組を視聴するか、または録画することを望むのであれば、ユーザはマウスを用いてアイ
コン上でクリックし（例えば、視聴するためには１回クリックし、録画するためには２回
クリックする）、ユーザ位置のＷｅｂＴＶ端末へのインターネット接続によってＣＤＴＬ
データを伝送させる。ＷｅｂＴＶ端末は、ＣＤＴＬデータをマイクロプロセッサに結合す
る。もしＣＤＴＬデータが現在放送中の番組を識別していれば、マイクロプロセッサは、
１クリックが入力されたのか、または２クリックが入力されたのかに依存してテレビジョ
ン受像機またはＶＣＲを動作させ、適切なチューナを指定されたチャンネルにセットする
。もしＣＤＴＬデータが放送予定番組を識別していれば、マイクロプロセッサは、指定さ
れた時刻に録画または視聴するのに使用するために、ＣＤＴＬデータを録画／視聴スタッ
ク内に格納する。
従って、図７に示す実施例は、本発明による上述した機能を遂行することができる。更に
ＩＳＰは伝送されたテレビジョン信号のＶＢＩ内にデータを組込み、それによって特定の
ユーザに、彼または彼女宛ての電子メールを受信したことを知らせることができる。従っ
てテレビジョンを見た視聴者は、彼または彼女宛ての電子メールが受信されていることを
オンスクリーンアイコン１３０によって知ることができ、次いで視聴者はマイクロプロセ
ッサに指令して１つまたは複数の電子メールを入手して表示するようにインターネットア
クセス端末７４を制御させることができる。この機能を実現する場合、特定の視聴者の装
置を独特に指定する識別コードまたはアドレスをＶＢＩに含ませ、そのサイトの指定され
た装置によってのみ電子メールメッセージが受信され、電子メールアイコンが実際に表示
されるようにする。識別コードを有する電子メールデータユニットは、受信者が位置して
いるそれぞれの放送領域へルーティングされる。特定の領域に対して放送されるデータは
、放送される前にＶＢＩ内に挿入され、その領域内のネットワーク加入者に供給すること
ができる。
特定のユーザへ送信に電子メールが受信されていることを知らせるためにそのユーザへ送
信されるデータユニットは、メールメッセージの主体または送り主を含むこともできる。
このようにすると、視聴者はメールメッセージ全体を受信するのにＩＳＰへ接続すること
なく、テレビジョン画面でメールメッセージの主体または送り主を見ることができる。従
って、視聴者は彼または彼女のＥメールを「選抜」し、メールメッセージが彼または彼女
にとって興味がある、または重要である場合に限って接続することができる。電子メール
の存在を指示するデータユニット、または他の独特にアドレスされたデータユニットは、
特定の放送領域の全てのチャンネル上で送信することも、またはテレビジョンが使用され
ていなければ、チューナが同調している単一のチャンネル上で供給することもできる。従
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って、使用されていない場合、マイクロプロセッサはこの単一のチャンネルのＶＢＩを監
視し、直接アドレスされたデータユニットを入手する。代替として、装置に２つのチュー
ナを設け、一方はＶＢＩデータを含むチャンネルに常に同調させておき、他方はテレビジ
ョン信号を表示させるために同調させることができる。
図８に示すように、可能性のあるオンスクリーンアイコンは、ビデオ番組における付加情
報の可用性を表すアイコン１３２を含む。例えば、拡張された広告、またはハウ・ツゥ・
ショー、またはローカル情報番組を、別の時点に、または別のチャンネル上で入手可能に
することができる。リモートコントロールの適切なボタンを押すことによって、マイクロ
プロセッサにそのショーを録画するように指令することができる。ＣＤＴＬを表すデータ
ユニット内のデータは、番組の放送時にＶＣＲがそれを録画するためにセットされるよう
に、ＲＡＭ内のある位置に配置することができる。更に、データユニットを、特定のチャ
ンネル、日付、時刻、及び長さでテレビジョン番組を録画するようにマイクロプロセッサ
への命令を担持している特定のユーザの装置へ伝送し、指令する。もしユーザが留守で彼
の、または彼女のＶＣＲで番組を録画することができなければ、彼または彼女は特定の１
つまたは複数の番組を録画する命令と共に、データユニットを彼の、または彼女の装置へ
送るように指令することができる。この命令は、週の異なる夜の異なる時刻に放送される
ミニシリーズのような連続的に放送されるテレビジョン番組のために構成された複雑な録
画シーケンスであることができる。これは、ユーザが放送予定の番組を録画することを忘
れて家を留守にした場合に特に有用である。ユーザは、ＩＳＰへの電子メールを使用して
、またはデータユニットの実際の転送を指令する位置への電話リンクによって、このよう
なデータユニットを転送するように指令することができる。
別の可能性のあるオンスクリーンアイコンは、インターネットウェブサイトアドレスリン
ク１３４を表すアイコンである。詳細は前述したように、特定のニュースショー、スポー
ツイベント、または広告主に関する付加情報を探知し、見るために、ユーザはこのアイコ
ンを選択してインターネットサイトアドレスを入手することができる。
第３の可能性のあるオンスクリーンアイコンは、例えば、別のテレビジョン番組のための
広告と共に供給することができるＶＣＲ Guide＋リンク１３６を表すアイコンである。ユ
ーザが彼の、または彼女のリモートコントロールの適切なキーを押すと、マイクロプロセ
ッサはデータユニットで伝送されるその番組のＣＤＴＬを格納し、その放送時刻に番組を
録画し、表示する。
第４の可能性のあるオンスクリーンアイコンは、組込まれたモデム７７を介して、または
ＷｅｂＴＶ端末７４を介して物品またはサービスのプロバイダに注文を送ることができる
「購入リンク」１３８を表すアイコンである。マイクロプロセッサは、視聴者の注文を送
るためにアドレスまたは他の位置について、データユニット内のデータによって案内され
る。
ユーザが使用可能なオプションの型を表している標準セットのアイコンの代替として、デ
ータユニットは画面上に表示される特定の記述アイコンを含むことができる。例えば伝送
されるアイコンは、製造者のロゴのディジタル化バージョンからなることができる。
もし特定の実施例が、図８で説明した標準化アイコンを表示するようになっていれば、図
形アイコンを表すディジタルデータは視聴者の位置のＲＡＭまたはＲＯＭ内に格納するこ
とができ、データユニットはこの格納された図形アイコンを指し示すポインタを含むこと
ができる。このようにすると、伝送すべきデータの量を減少させることができる。更に、
もし標準化アイコンに加えて、またはそれらの代わりに特殊なロゴを使用することを望め
ば、これらのアイコンを表すディジタルデータを、テレビジョンセットが使用されていな
いと考えられる深夜のような、特定の時刻にバルクで送ることができる。その後は、デー
タユニットはその特定のアイコンを表すディジタルデータの全セットではなく、図形アイ
コンを指し示すポインタだけを含んでいればよい。
本発明の更に別の実施例では、テレビジョン内に組込まれたマイクロプロセッサ２４には
、図９に示すようにポータブルデバイス１４２へデータを転送するのに適する赤外線送信
機が設けられている。図９に示すシステムは、図１に示すシステムと実質的に類似してお
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り、同一の参照番号を有する同一の成分を有している。マイクロプロセッサ２４内に組込
まれている送信機は、ディジタルデータをポータブルデバイスへ供給する直接ワイヤリン
ク、無線周波数送信機、または他の手段の形状で設けることもできる。マイクロプロセッ
サは、受信したインターネットサイトアドレス及び／またはその記述タイトルをポータブ
ルデバイスに送信し、その中に格納させるようになっている。従ってポータブルデバイス
は、この送信を受信し、この送信をＲＡＭまたは他の記憶手段内に格納するようになって
いなければならない。
インターネットサイトアドレス及び／またはその記述タイトルがポータブルデバイス内に
格納されてしまうと、ユーザは格納されたインターネットサイトアドレスをインターネッ
トへ接続するのに適するパーソナルコンピュータ１４２へ転送することができる。従って
ポータブルデバイス１４０には、インターネットサイトアドレスを表すディジタルデータ
をパーソナルコンピュータへ送るための送信装置、多分赤外線、無線周波数、または直接
ワイヤリンクが設けられている。インタフェース１４４を介してパーソナルコンピュータ
によって受信されると、ユーザはインターネットへ接続し、インターネットを通して付加
情報を入手することができる。
ポータブルデバイスは、PilotまたはNewtonのようなポータブルコンピュータの形状をと
ることも、またはポータブルインターネット端末の形状をとることもできる。ポータブル
インターネット端末自体はＩＳＰを通して、多分セルラ電話接続のような無線双方向通信
によって、インターネットに接続するように動作可能である。代替として、ポータブルコ
ンピュータはシステムから取り除くことができ、マイクロコンピュータ２４は、例えば情
報及び命令信号のＰＣインタフェース１４４への赤外線放出によって、ユーザのパーソナ
ルコンピュータ１４２と直接通信するようにリンクすることができる。
本発明の上述した実施例は、単に本発明の概念を説明するためのものであり、本発明の範
囲はこの実施例に限定されるものではない。当業者ならば、本発明の思想及び範囲から逸
脱することなくさまざまな、そして数多くの他の配列を考案することができよう。
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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